
第
十
一

一
回
広
島
芸
術
学
会
大
会
報
告

一
九
九
八
年
七
月
三
十
一
日
(
金
)

か
ら
八
月
二
日
(
土
)
に
か
け
て
、
第

十
二
回
広
島
芸
術
学
会
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
第
一
日
と
第
二
日
は
広
島
県
立

美
術
館
が
、
第
三
日
は
ふ
く
や
ま
美
術
館
が
会
場
で
あ
っ
た
。
な
お
、
今
大
会

は
、
四
年
前
に
つ
づ
い
て
日
韓
美
学
研
究
会
の
大
会
と
共
同
で
、
運
営
が
す
す

め
ら
れ
た
。
四
年
前
の
日
韓
美
学
学
生
研
究
会
は
、
美
学
研
究
者
に
よ
る
「
研

究
会
」

へ
と
成
長
し
て
い
た
。
ま
た
今
回
の
大
会
に
は
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
の

美
学
研
究
者
も
参
加
し
た
。
広
島
芸
術
学
会
の
年
次
大
会
の
、
形
式
内
容
の
両

面
で
の
一
貫
性
を
守
り
な
が
ら
、
国
家
の
枠
を
超
え
て
東
ア
ジ
ア
に
ひ
ろ
が
る

大
会
と
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

研
究
発
表
の
部
は
全
国
か
ら
の
公
募
論
文
六
篇
か
ら
な
る
。

第
一
日

ボ
ロ
フ
ス
キ
と
原
民
喜

ウ
ル
シ
ュ
ラ
・
ス
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
(
広
島
大
学
)

フ
ィ
ー
ド
ラ
1
の
〈
感
性
的
認
識
論
〉
の
可
能
性

石
原
み
ど
り
(
大
阪
大
学
)

金

田

菅

韓
国
最
初
の
女
性
西
洋
画
家
羅
恵
錫
に
つ
い
て
久
保
田
貴
美
子
(
比
治
山
大
学
)

ス
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
氏
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
で
、
広
島
大
学
大
学
院
で
比
較
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文
学
を
研
究
す
る
女
性
で
、

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
の
体
験
を
書
き
続
け

自
殺
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
者
ボ
ロ
フ
ス
キ
と
、
原
爆
下
の
広
島
で
書
き
続
け

同
じ
く
自
殺
し
た
文
学
者
原
民
喜
の
作
品
を
「
不
安
文
学
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

体
験
と
創
作
の
問
題
と
し
て
考
察
し
よ
う
と
し
た
。

石
原
氏
は
、
現
代
芸
術
学
の
祖
フ
ィ
ー
ド
ラ
l
の
現
代
的
意
義
を
再
考
し
ょ

う
と
し
た
。
フ
ィ
ー
ド
ラ
1
は
ふ
つ
う
快
不
快
の
法
則
を
研
究
す
る
美
学
と
訣

別
し
て
、
真
理
認
識
の
研
究
と
し
て
の
芸
術
研
究
の
道
を
切
り
開
い
た
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
今
日
「
美
学
」
と
訳
さ
れ
て

い
る
エ
ス
テ
テ
ィ
ク
を
、
本
来
の
語
義
「
感
性
的
認
識
」
論
、
あ
る
い
は
感
性

論
に
立
ち
戻
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
感
性
論
の
再
興
を
は
か
る



現
代
美
学
の
方
向
性
と
合
致
し
、

エ
ス
テ
テ
ィ
ク
を
フ
ィ
ー
ド
ラ

1
に
即
し
て

再
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

久
保
田
氏
の
発
表
は
、
今
大
会
が
日
韓
美
学
研
究
会
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ

行
わ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
で
、
近
年
韓
国
で
も
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
観
点

か
ら
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
羅
恵
錫
を
と
り
あ
げ
、
豊
富
な
ス
ラ
イ
ド
資
料
を

駆
使
し
て
行
わ
れ
た
。

第
二
日

ウ
ォ
ル
タ
l
・
ペ
イ
タ
l
に
お
け
る
「
芸
術
と
し
て
の
人
生
」

崖
朱
延
(
韓
国
・
嶺
南
大
学
)

理
想
的
悲
劇
|
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
詩
学
」
の
第
十
三
章
と
第
十
四
章
よ
り
|

渡
辺
浩
司
(
大
阪
大
学
)

近
世
初
期
風
俗
画
の
源
流
と
し
て
の
酒
飯
論
絵
巻

並
木
誠
士
(
京
都
工
芸
繊
維
大
学
)

崖
氏
は
、
十
九
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
の
美
学
者
ペ
イ
タ
l
に
つ
い
て
、
そ
の
「
芸

術
と
し
て
の
人
生
」
の
理
想
を
、
著
作
を
丹
念
に
読
み
解
き
な
が
ら
、

ワ
イ
ル

ド
等
の
弟
子
た
ち
の
歪
曲
さ
れ
た
唯
美
主
義
の
誤
解
の
殻
を
破
っ
て
、
解
明
し

ょ
う
と
し
た
。

渡
辺
氏
は
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
詩
学
』
に
お
い
て
示
さ
れ
る
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
自
身
の
悲
劇
評
価
を
き
わ
め
て
精
細
に
読
解
し
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が

下
し
た
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
、

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
、

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
三
大
悲
劇
詩

人
の
評
価
と
解
釈
を
通
じ
て
、
理
想
的
作
品
と
は
何
か
を
探
っ
て
行
く
。

並
木
氏
の
発
表
は
、
風
俗
画
の
起
源
に
関
す
る
従
来
の
二
つ
の
説
、
絵
巻
物

の
画
中
の
典
型
表
現
の
点
景
で
あ
っ
た
も
の
が
発
展
し
た
と
い
う
説
と
洛
中
洛

外
図
が
分
化
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
説
と
は
別
に
、
も
う
一
つ
の
源
流
と
し
て

室
町
時
代
以
来
盛
ん
に
描
か
れ
た
酒
飯
論
絵
巻
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ

か
ら
風
俗
画
の
起
源
を
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
、
日
本
の
美
学
界
の
中
堅
、
若
手
の
研
究
者
に
よ
る
、
き
わ
め
て

先
鋭
な
問
題
意
識
の
研
究
発
表
で
あ
っ
た
。

ま
た
第
二
日
の
研
究
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
合
間
に
、
中
畝
み
の
り
氏
の
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伴
奏
で
韓
国
人
舞
踊
家
金
暁
延
氏
の
見
事
な
創
作
舞
踊
が
あ
り
、
会
場
か
ら
盛

ん
な
拍
手
を
受
け
た
。
こ
れ
も
日
韓
の
美
学
研
究
者
の
連
携
を
盛
り
上
げ
る
た

め
の
試
み
で
あ
っ
た
。

第
二
日
の
捧
尾
を
飾
っ
た
の
は
、
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。
以
下
は

広
島
芸
術
学
会
会
報
第
四
十
九
号
に
掲
載
し
た
要
約
を
転
載
す
る
。

共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
遊
び
の
美
意
識
」
(
司
会
一
金
田
菅
(
広
島
大
学
)
、
基

調
報
告
一
浜
下
昌
宏
(
神
戸
女
学
院
大
学
)
、
パ
ネ
リ
ス
ト
一
命
俊
英
(
韓
国
・

梨
花
女
子
大
学
)
、
三
浦
信
一
郎
(
帝
塚
山
学
院
大
学
)
、
樋
口
聡
(
広
島
大
学
)
、

伊
東
敏
光
(
広
島
市
立
大
学
)
、
通
訳
一
関
周
植
(
韓
国
・
嶺
南
大
学
)
)



カ
ン
ト
は
美
的
趣
味
判
断
の
第
一
の
特
徴
と
し
て
「
無
関
心
性
」
を
あ
げ
た
。

花
を
見
て
、
鳥
や
風
や
月
を
見
て
人
は
美
し
い
と
思
う
。
そ
れ
を
「
無
関
心
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
無
関
心
と
は
英
語
の
ロ
包
互
角

g
z己
の
訳
語
か
ら

も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
利
害
を
か
ら
め
な
い
、
功
利
的
に
対
象
・
を
見
な
い
、

と
い
う
意
味
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
こ
の
無
関
心
は
遊
び
の
本
質
に
つ
な
が
る
。

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

(
知
る
人
)
や
ホ
モ
・
フ
ァ
ベ
ル

(
作
る
人
)

の
向
こ

う
を
張
っ
て
、

ホ
モ
・
ル

1
デ
ン
ス
(
遊
ぶ
人
)
を
人
間
の
根
本
的
あ
り
方
で

あ
る
と
、

ホ
イ
ジ
ン
ガ
は
長
く
「
暗
黒
の
時
代
」
と
熔
印
を
押
さ
れ
つ
づ
け
て

き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
期
の
人
間
の
生
活
模
様
を
読
み
説
き
な
が
ら
、
提
言
し

た
。
以
来
ロ
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ
や
フ
イ
ン
ク
の
よ
う
に
、
遊
び
は
文
化
論
と
し

て
も
っ
と
も
人
気
の
あ
る
テ
1
マ
の
一
つ
と
な
っ
た
。

そ
の
遊
び
を
概
念
と
し
て
で
な
く
、
人
々
の
現
に
行
っ
て
い
る
活
動
と
し
て

と
ら
え
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
原
点
で
あ
っ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
日
本
と
韓
国
の
、

い
ず
れ
も
手
練
の
美
学
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

浜
下
昌
宏
氏
の
基
調
報
告
「
遊
び
の
美
意
識
」
で
は
、

叩
年
代
日
本
の
レ

ジ
ャ

l
文
化
へ
の
批
判
を
も
と
に
、
本
来
の
遊
び
と
は
何
か
を
学
説
史
的
に
説

き
、
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
学
に
依
拠
し
て
き
た
日
本
美
学
に
対
し
て
、
「
寒
山

拾
得
」
の
精
神
を
貫
く
自
由
、
風
流
、

さ
ら
に
風
狂
を
遊
ぶ
も
う
一
つ
の
美
学

を
提
出
し
、
東
洋
と
西
洋
の
比
較
美
学
を
試
み
た
。

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
っ
て
、

ま
ず
命
俊
英
氏
(
韓
国
・
梨
花

女
子
大
学
)
は
、
孔
子
、
老
荘
に
は
じ
ま
る
中
国
美
学
、
芭
蕉
、
蕪
村
に
代
表

さ
れ
る
日
本
近
世
の
美
意
識
の
伝
統
を
整
理
し
、
韓
国
の
現
代
的
美
意
識
を
論

ず
る
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
美
学
の
全
面
的
展
開
を
行
っ
た
。

三
浦
信
一
郎
氏
は
、
「
遊
ぶ
」
と
普
通
に
訳
さ
れ
る

1
a
(英
)
や
省
庁

-g

(
独
)
が
ま
た
楽
器
を
「
演
奏
す
る
」
意
味
で
も
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
「
音

楽
演
奏
に
お
け
る
美
意
識
」
と
い
う
題
で
、
ヴ
ィ
ヴ
ア
ル
デ
ィ
の
『
四
季
』
や

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
第
5
交
響
曲
」
や
ラ
ヴ
ェ
ル
の
『
ボ
レ
ロ
』
等
の
諸
指

揮
者
に
よ
る
演
奏
の
ち
が
い
を
例
に
引
き
、
演
奏
に
働
く
美
意
識
を
語
っ
た
。

樋
口
聡
氏
は
「
〈
遊
び
〉
と
〈
美
〉
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
で
、

遊
戯
論
の
落
と
し
穴
と
し
て
「
活
動
と
し
て
の
遊
戯
」
と
「
存
在
原
理
と
し
て

の
遊
戯
」
の
混
乱
を
指
摘
し
、
し
か
も
そ
れ
を
分
け
る
こ
と
の
困
難
を
、
シ
ラ
l

の
美
的
教
育
論
に
お
け
る
遊
戯
論
や
辻
惟
雄
の
日
本
近
世
美
術
論
を
と
り
あ
げ
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て
論
じ
た
。

伊
東
敏
光
氏
は
彫
刻
家
と
し
て
制
作
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
と
き
、
身
近
に

転
が
る
石
を
拾
い
蝉
殻
を
拾
い
集
め
る
遊
び
を
通
し
て
、
自
分
の
創
作
の
主
題

を
見
出
し
て
い
っ
た
み
ず
か
ら
の
歩
ん
だ
道
を
語
り
な
が
ら
、
創
作
行
為
の
中

に
あ
る
遊
び
と
い
う
要
素
の
本
質
性
を
語
っ
た
。

い
ず
れ
も
、
こ
の
日
の
た
め
に
ず
い
ぶ
ん
準
備
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
委
曲
を

つ
く
し
た
報
告
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
問
題
の
広
が
り
が
充
分
理
解
で
き

た
半
面
、
限
ら
れ
た
時
間
に
制
約
さ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
同
士
、
会
場
と
の
応
答

の
時
間
が
充
分
に
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
た
。

講
堂
は
満
員
で
、

一
生
懸
命
に
聴
講
し
て
く
だ
さ
っ
た
参
加
者
に
感
謝
し
て



い
る
。

第
三
日
舞
台
を
ふ
く
や
ま
美
術
館
に
移
し
て
、
広
島
芸
術
学
会
と
日
韓
美
学
研
究
会

の
共
同
企
画
の
講
演
会
と
見
学
旅
行
を
行
っ
た
。

講
演

芸
術
文
化
交
流
の
観
点
か
ら
み
た
朝
鮮
通
信
使
小
島
基
(
広
島
大
学
)

二
十
一
世
紀
の
日
韓
プ
リ
ン
ト
ア
l
ト
の
交
流
に
つ
い
て

金
泰
樹
(
韓
国
・
ア
l
ト
デ
ィ
ー
ラ
ー
)

見
学
会
は
ふ
く
や
ま
美
術
館
と
歴
史
博
物
館
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
の
学
芸
員

の
解
説
を
受
け
な
が
ら
、
盛
会
裡
に
行
わ
れ
た
。
晴
天
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
会
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を
盛
り
上
げ
る
こ
と
の
一
助
と
な
っ
た
。

広
島
芸
術
学
会
は
着
実
に
、
今
日
の
芸
術
学
、
美
学
の
状
況
に
対
し
て
思
索

し
、
発
言
す
る
組
織
体
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
全
国
の
、
さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
の

研
究
者
が
7
月
末
か
ら
8
月
は
じ
め
に
広
島
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
次
第
に

定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と
も
心
強
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

(
か
な
た
・
す
す
む

広
島
大
学
)




